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動物モデルを用いた前立腺肥大症（BPH）及びその退縮
過程における機能病理学的アプローチ
村越 正典（あすか製薬株式会社
信頼性保証本部薬事監査チーム）
ヒト前立腺肥大症 (BPH)の動物モデルとしては,イヌ,
ラットおよびマウスなどが報告されている.その中で,イ
ヌは加齢に伴いヒトと同様に前立腺容積が増大し,いわゆ
るBPHを発症する実験動物として有用である.また,実験
的 (ステロイドホルモン誘発)にもイヌBPHモデルを作出
することは可能である.イヌBPHモデル (自然発症および
ステロイドホルモン誘発)の病理組織学的および超微形態
学的ならびに免疫組織化学的な特徴を示し,ヒトBPHと
の相違点を解説する.
?．実験的BPHの作出方法と病理組織・超微形態学的特徴
加齢に伴い精巣由来のアンドロゲン分泌量の低下 (減
少)傾向に伴い,この結果として,血中のテストステロン濃
度とエストラジオール濃度とのバランスが崩れ (エストラ
ジオール優位な環境),このホルモンバランスの変化が前立
腺組織 (上皮と間質)における,細胞増殖と細胞死のバラン
スを直接的あるいは間接的に変化させることが推察され
る.イヌを用いたBPHの作出にはアンドロゲン単独ある
いはエストロゲンとの併用投与の報告があるが,上記のホ
ルモンバランスの変化を加味すると (確実なBPHモデル
の作出)アンドロゲン単独よりもエストロゲンとの併用投
与が適切であると考えられる.
?．前立腺 (BPH)組織の機能病理学的 (免疫組織化学的)
特徴と抗アンドロゲン作用の形態学的評価方法
組織・細胞の機能状態を概略的であるが形態学的に把握
する手法として免疫組織化学的染色 (免疫染色)が広く知
られている.BPH組織におけるAR,5α-reductase type I,
5α-reductase type IIおよび細胞死 (apoptosis)の染色結果
を示し,さらに,抗アンドロゲン剤 (酢酸クロルマジノン)
の肥大前立腺萎縮作用について考察を加える.
?．前立腺におけるホルモン応答性と脂質過酸化
過酸化脂質の還元酵素であるグルタチオン・ペルオキシ
ダーゼ (GSH-PO)の前立腺における局在様式を紹介し,前
立腺のホルモン刺激に伴う細胞傷害防御機構としての
GSH-POの役割及びその意義について考察を加える.
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臨床症例
１．尿道損傷に対してホルミウムレーザーを併用した内視
尿道切開術を行った１例
安田 幸一（日高病院 泌尿器科初期研修医）
秋山恵里奈，福間 裕二，大竹 伸明
羽鳥 基明，関原 哲夫
（日高病院 泌尿器科）
宮澤 慶行 （群馬大院・医・泌尿器科学）
青木 雅典
（群馬県立がんセンター 泌尿器科）
症例は83歳男性.X年9月16日に転倒し会陰部打撲.
その後尿閉と外尿道口からの出血を主訴に前医受診.尿道
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